
 

63 

第7章  実施事業 

1. 計画目標を踏まえた実施事業一覧 

３つの計画目標を達成するために、以下の事業を実施します。 

 

【計画目標】 

 既存の地域公共交通を基本とし、持続可能で移動ニーズに即したネットワークの形成 

 

 利用促進及び認知度向上を図り、未来へつなぐ地域公共交通の実現 

 

 
多様な関係者等との連携による地域公共交通の確保・支援 

 

 

 

【実施事業一覧】 

事業内容 

【事業１】≪鉄道≫に関する実施事業 

1. 玉名駅の利便性向上に向けた機能整備 

2. 新玉名駅の利用促進に向けた取組の検討 

【事業２】≪路線バス≫に関する実施事業 

1. 近隣自治体との連携による既存バスの運行・維持・改善 

2. 玉名市街地循環線等の地域内交通の利便性向上に向けた再編 

3. バスの利用環境の改善 

4. 高校生・大学生の通学に対する支援 

【事業３】≪一般タクシー≫に関する実施事業 

1. 一般タクシーの運行・維持・改善 

【事業４】≪乗合タクシー≫に関する実施事業 

1. 乗合タクシーの運行・維持・改善 

2. 認知度向上のための説明会の実施 

【事業５】≪玉名市地域公共交通全体≫に関する実施事業 

1. わかりやすい情報の発信 

2. 地域公共交通を身近に感じるための体験・機会の創出 

3. 市内に立地する高校・大学や商業施設等と連携した利用促進・利便性向上の取組 

4. 外出支援サービス及び福祉バスの継続 

5. 地域住民主体による新たな交通手段について支援 

6. 先端技術の活用に向けた研究 
 
  

３ 

２ 

１ 
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【計画目標と実施事業の関係性、実施工程】 

 

事業内容 

 

計画目標① 
既存の地域公共交通
を基本とし、持続可能
で移動ニーズに即した

ネットワークの形成 

計画目標② 
利用促進及び認知
度向上を図り、未来
へつなぐ地域公共交

通の実現 

計画目標③ 
多様な関係者等との
連携による地域公共
交通の確保・支援 

【事業１】≪鉄道≫に関する実施事業 

1. 玉名駅の利便性向上に向け

た機能整備 
● 

 
 

 

 

 

2. 新玉名駅の利用促進に向け

た取組の検討 
 ●  

【事業２】≪路線バス≫に関する実施事業 

1. 近隣自治体との連携による

既存バスの運行・維持・改善 
● ●  

2. 玉名市街地循環線等の地域

内交通の利便性向上に向け

た再編 

● ●  

3. バスの利用環境の改善 ● ●  

4. 高校生・大学生の通学に対す

る支援 
 ● ● 

【事業３】≪一般タクシー≫に関する実施事業 

1. 一般タクシーの運行・維持・

改善 
● ●  

【事業４】≪乗合タクシー≫に関する実施事業 

1. 乗合タクシーの運行・維持・

改善 
● 

 

  

2. 認知度向上のための説明会

の実施 
 ●  

【事業５】≪玉名市地域公共交通全体≫に関する実施事業 

1. わかりやすい情報の発信 ● ● ● 

2. 地域公共交通を身近に感じ

るための体験・機会の創出 
 ● ● 

3. 市内に立地する高校・大学や

商業施設等と連携した利用

促進・利便性向上の取組 

 ● ● 

4. 外出支援サービス及び福祉

バスの継続 
●  ● 

5. 地域住民主体による新たな

交通手段について支援 
● 

 

 
● 

6. 先端技術の活用に向けた研

究 
● ● ● 
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実施主体 

 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 

 

 
玉名市 
交通事業者 
 

     

玉名市 
鉄道事業者 
観光事業者 

     

 
玉名市 
バス事業者 
近隣自治体 

 
    

 
玉名市 
バス事業者 
 

     

 
玉名市 
バス事業者 
 

 

 

 

 

   

 

玉名市 
近隣自治体 
バス事業者 

     

 

玉名市 

タクシー事業者 
 

    

 

玉名市 

タクシー事業者 
     

玉名市      

 

玉名市 
交通事業者 

     

玉名市 
近隣自治体 
バス事業者 

    
 

玉名市 
バス事業者 
関連事業者 

 
    

玉名市      

玉名市 

市民 
     

玉名市 

交通事業者 
     

整備実施 

検討・協議 利用促進事業の実施 

実施 

実施 検討・協議 

検討・協議 

実施 検討・協議 

実施 

検討・協議・適宜見直し 

実施 

検討・協議 

検討・協議・適宜実施 

検討・協議・適宜実施 

実施 

実施 

検討・協議 適宜実施 

調査・研究 

検討・協議 
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2. 実施事業の内容 

各事業の具体的な内容について、以下に記載します。  

事業１ ≪鉄道≫に関する実施事業 
 

内容 1. 玉名駅の利便性向上に向けた機能整備 

玉名駅は、鉄道・路線バス・一般タクシー・乗合タクシー・自家用車・自転車等、様々な

交通手段が接続する市の重要な交通結節点であり、通勤通学者を中心に多くの方に利

用されています。 

より利用しやすくするために、関係機関と協議し、乗継利便性の向上や待合環境整備

の改善を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、交通事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

１．玉名駅の利便性向上に向け

た機能整備 

 

 

 

 

    

  

整備実施 

【事例】福岡県筑後市/ＪＲ羽犬塚駅周辺地区整備事業 

・ＪＲ羽犬塚駅は新幹線の敷設に伴い２００９年に駅舎を新築し、ロータリー整備が行わ

れ、ロータリー内にはタクシー乗り場、バス停が設置されていますが、朝夕には送迎の

ための自家用車がロータリー内に停車し、時には路線バスの運行を妨げている。 

・そこで、ロータリーの再整備や賑わい広場の形成により、利便性を向上させるよう取組

を進めている。 

▼ＪＲ羽犬塚駅の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）ＪＲ羽犬塚駅周辺地区まちづくりビジョン 

 

検討・協議 
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内容 2. 新玉名駅の利用促進に向けた取組の検討 

新玉名駅は市の玄関口であることから、市外へのＰＲ強化や観光分野と連携し、利用

客の増加につなげるための仕組みを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、鉄道事業者、観光事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

２．新玉名駅の利用促進に向け

た取組の検討 

     

  

検討・協議 利用促進事業の実施 

【実績】新玉名駅における取組 

・令和５年４月より「Ｅ－ｂｉｋｅレンタル」を実施 

（一社）玉名観光協会では、車では行けない場所・見えない景色・感じない空気を、ス

トレスフリーかつ開放的なアクティビティで、みなさまに楽しんでいただきたいという想

いを込めて、Ｅ－ｂｉｋｅレンタルを開始。また、このＥ－ｂｉｋｅを活用いただくことで、CO２の

削減等の世界が掲げる持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けた取組を推進し

ている。 

 

 

 

 

 

 

（出典）たまララＨＰ 
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事業２ ≪路線バス≫に関する実施事業 
 

内容 1. 近隣自治体との連携による既存バスの運行・維持・改善 

近隣自治体への連絡及び市内

幹線軸となる路線バスについては、

市民の移動、近隣自治体からの流

入及び来訪者の重要な移動手段

として、利用ニーズに応じた路線・

運行時間の見直しを検討し、利用

促進策を講じながら路線を維持し

ていきます。 

また、玉名桜町線、小天桜町線、

天水桜町線、荒尾玉名線について

は、近隣自治体と連携し、国の地域

間幹線系統補助金の活用を継続

して申請します。 

さらに、乗務員の確保に向けて、

市とバス事業者と連携し、市ホーム

ページにおいても乗務員の募集に

関する情報発信等を実施します。 

実施主体 玉名市、バス事業者、近隣自治体 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

１．近隣自治体との連携による

既存バスの運行・維持・改善 

     

 

【地域間幹線系統補助系統に係る概要整理】 

系統名 起点 経由地 終点 
事業許
可区分 

運行態様 
実施
主体 

補助事業
の活用 

路
線
バ
ス 

⑴玉名桜町線 玉名駅前 寺尾病院前 

桜町 BT 
４条乗合 

路線定期
運行 

産交
バス 

幹線補助 
⑵小天桜町線 小天温泉 

熊本駅前 
⑶天水桜町線 天水支所前 

⑷荒尾玉名線 玉名市役所前 
荒尾市民 
病院前 

荒尾 BC 
  

■地域間幹線系統補助系統-該当路線図 

実施 
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内容 2. 玉名市街地循環線等の地域内交通の利便性向上に向けた再編 

地域内交通を維持していくには、

利便性の向上に向けた再編が必

要であるため、利用ニーズに合って

いない路線や運行時間の状況を分

析し、利用者や交通事業者の意見

を踏まえ、望ましい路線のあり方を

検討します。 

鉄道駅や市街地内に立地する九

州看護福祉大学、玉名市役所等を

周遊する路線である九州看護福祉

大学線(玉名駅前～新玉名駅)、玉

名市街地循環線については、国の

地域内フィーダー補助系統補助金

の活用を継続して申請します。 

 

実施主体 玉名市、バス事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

２．玉名市街地循環線等の地

域内交通の利便性・回遊性

向上に向けた再編 

     

 

【地域内フィーダー補助系統に係る概要整理】 

系統名 起点 経由地 終点 
事業許
可区分 

運行態様 
実施
主体 

補助事業
の活用 

路
線
バ
ス 

⑴九州看護福
祉大学線 

玉名駅前 
九州看護福

祉大学 
新玉名駅 

４条乗合 
路線定期

運行 
産交
バス 

フィーダー
補助 ⑵玉名市街地

循環線 
（右回り・左回り） 

玉名駅前 
玉名市役所

前 
玉名駅前 

  

■地域内フィーダー補助系統-該当路線図 

実施 
検討 

協議 
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内容 3. バスの利用環境の改善 

交通結節点である玉名駅を中心に待合環境の改善を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、バス事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

３．バスの利用環境の改善 

 

 

 

 

    

 

内容 4. 高校生・大学生の通学に対する支援 

近隣自治体等と連携した通学定期券補助等について検討し、公共交通の利用促進を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、近隣自治体、バス事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

４．高校生・大学生の通学に対

する支援 

     

【事例】神奈川県松田町/空き店舗を活用した待合所の設置 

・松田町では、バス利用者の待合スペースの無い、小田急線新松田駅北口及びＪＲ御

殿場線松田駅南口において、空き店舗を活用した待合スペース「おもてなし・お休み

処 つむＧＯ」を整備している。 

・「おもてなし・お休み処 つむＧＯ」は、バスや電車などの待ち時間に誰でも利用するこ

とができる待合所であり、帰宅途中の学生など幅広く利用されている。 

 

 

 

 

 

（出典）広報まつだ平成３０年４月号 

【事例】荒尾市/高校生を対象とした通学における公共交通の利用促進 

・荒尾市では現在、近隣自治体と連携して、マイカーでの送迎による通学から、公共交

通利用への転換を目指し、新たな定期券の導入に向けた検討を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）荒尾市地域公共交通計画 

検討・協議 

検討 

協議 
実施 

実施 
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事業３ ≪一般タクシー≫に関する実施事業 
 

内容 1. 一般タクシーの運行・維持・改善 

一般タクシーの運行を維持するため、公共交通マップへの情報掲載に加え、市ホーム

ページへの掲載を実施します。また、乗務員確保に向けた情報発信についても、市とタク

シー事業者が連携して取り組みます。 

実施主体 玉名市、タクシー事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

１．一般タクシーの運行・維持・

改善 

     

 

事業４ ≪乗合タクシー≫に関する実施事業 
 

内容 1. 乗合タクシーの運行・維持・改善 

これまでの利用状況から、利用ニーズや運行実績をもとに、運行時間帯や便数等を検

討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、タクシー事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

１．乗合タクシーの運行・維持・

改善 

     

 

  

【実績】乗合タクシーの増便の検討 

本計画策定のために実施した、乗合タクシー利用登録者アンケートの結果や運行実績

を踏まえ、下表のとおり令和６年４月から、便数を増やして運行する予定としている。

（◎印が拡充予定の便） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

検討・協議・適宜見直し 

出発時間 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

しおかぜタクシー ● ● ● ● ◎ ● ◎ ● ◎ ● ◎ ●

いちごタクシー ● ● ● ● ◎ ● ◎ ● ◎ ● ◎ ●

いだてんタクシー ◎ ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ◎ ◎

おれんじタクシー ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ◎ ◎

出発時間 8時 10時 12時 14時

しおかぜタクシー ● ● ● ●

いちごタクシー ● ● ● ●

いだてんタクシー ◎ ◎ ◎ ◎

おれんじタクシー ◎ ◎ ◎ ◎

平日

土日祝
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内容 2. 認知度向上のための説明会の実施 

乗合タクシーの認知度向上及び利用促進を図るため、地域での活動等に出向き、乗り

方について説明を行います。また、他の公共交通機関についても周知を図り、公共交通

全体の利用促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

2．認知度向上のための説明会

の実施 

     

 

事業５ ≪玉名市地域公共交通全体≫に関する実施事業 
 

内容 1. わかりやすい情報の発信 

公共交通マップ・時刻表の作成やインターネットを活用し、わかりやすい情報の発信を

図ります。また、効果的な情報の発信として、デジタルサイネージ※等の導入を検討し、情

報の「見える化」を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、交通事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

１．わかりやすい情報の発信 
     

  

【事例】福岡県嘉麻市/新たな公共交通の整備におけ

る出前講座 

・公共交通計画の記載内容や地域交通体系に係る具

体的な説明を求める団体に対して、出前講座を実施。 

・講座内容は、公共交通の現状・問題点・課題、公共交

通に関する今後の方向性等について周知。 

・５人以上が集まる団体を対象として実施。 

（出典）嘉麻市 HP 

実施 

【実績】公共交通マップ 

・本市に存在する鉄道・路

線バス・一般タクシー・乗

合タクシーに関する情報

を一元化して記載。 

・市役所窓口等で配布し

ている。 

 

 

 

 
 

（出典）玉名市 

検討・実施 
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内容 2. 地域公共交通を身近に感じるための体験・機会の創出 

市のイベントや地域活動、学校と連携し、路線バスを身近に感じてもらうための乗り方

教室を開催します。 

また、自家用車の利用から、環境負荷の少ない公共交通への転換を促すため、市街地

循環線等において「無料の日」を実施します。 

さらに、熊本市等と協働した、広域連携による乗車無料の日の実施を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、近隣自治体、バス事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

2．地域公共交通を身近に感じ

るための体験・機会の創出 

     

   

【事例】熊本市/バス・電車無料の日 

・公共交通を利用する“きっかけ”をつくるとともに、市内の交通渋滞の軽減を図ることを

目的とし、『バス・電車無料の日』を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）熊本市 HP 

検討・協議・適宜実施 

【事例】天草市・産交バス㈱/乗り方教室の開催 

・普段は主に自家用車やスクールバスで移

動している離島の児童たちに、公共交通機

関に興味を持ってもらうこと、また、本土に出

たときのためにバスの利用方法を教えてお

くことを目的として、児童クラブの１～３年生

を対象とした乗り方教室を開催。 

（出典）天草市 HP 
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内容 3. 市内に立地する高校・大学や商業施設等と連携した利用促進・利便性向上の取組 

高校進学フェアでは、公共交通機関を利用した通学方法等について案内し、高校入

学説明会では、バス定期券の出張販売を実施します。 

九州看護福祉大学線については、学生の利便性向上を図るため、大学、バス事業者、

市の３者協議を継続して実施します。 

また、バス路線の沿線上に立地している集客施設等と連携し、利用促進・利便性向上

の取組について検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、バス事業者、関連事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 

年度 
令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

3．市内に立地する高校・大学

や企業、商業施設等と連携

した利用促進・利便性向上

の取組 

     

 

内容 4. 外出支援サービス及び福祉バスの継続 

本市では、60 歳以上で要介護４又は要介護５の人や、ひとり暮らしの高齢者で外出に

際し自らの交通手段を持たない人等を対象に、自家用有償旅客運送（福祉有償運送）

により外出支援サービス事業を実施しています。他人の介助によらずに移動することが困

難で、かつ、単独でタクシー等の公共交通機関を利用することが困難な要介護者等の輸

送を担う事業であるため今後も引き続き実施していきます。 

また、福祉バスについては、高齢者の交通手段の確保を図り社会参加を推進するた

め、無料で特定の乗降場所から市内公共温泉施設等６か所への送迎を行っていますが、

今後は、既存の介護予防活動等と組み合わせを行う等他の事業と連携し事業を継続し

ていきます。 

実施主体 玉名市 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

４．外出支援サービス及び福祉

バスの継続 

     

  

実施 

【実績】玉名市 

・公共交通機関を活用することで、市

内５つの高校へ通学できることをＰＲ

するため、各校の登校時間と下校時

間に合わせて、路線バスと電車の乗

り継ぎや運賃、運行時間等について

案内している。 

 

 

 

（出典）玉名市 

検討・協議・適宜実施 
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内容 5. 地域住民主体による新たな交通手段について支援 

地域の課題解決に向け、地域住民による新たな交通手段の導入検討や運営の仕組

みづくりについて支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、市民 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

５．地域住民主体による新たな

交通手段の導入検討 

     

 

内容 6. 先端技術の活用に向けた研究 

AI を活用したサービスや MaaS の活用について、他自治体の事例を参考にしながら、

調査・研究を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 玉名市、交通事業者 

実施工程 項 目 
令和６ 
年度 

令和７ 
年度 

令和８ 
年度 

令和９ 
年度 

令和１０
年度 

６．先端技術の活用に向けた研

究 

     

 
 

  

【事例】熊本県ＭａａＳ推進交通事業者連絡会/ ｍｙ ｒｏｕｔｅ 

・２０２３年１月より、トヨタファイナンシャルサ

ービス㈱が提供するマルチモーダルモビリ

ティサービス「my route」を活用した熊本

県内での ＭａａＳ のサービスを開始。 

・熊本県内各地域への周遊促進による県全

体の経済活性化や、地域交通の利便性向

上、交通課題の解決に取り組んでいる。 

【委員長】九州産交バス㈱、九州旅客鉄道㈱ 

【副委員長】㈱ＴａＫｕＲｏｏ、熊本市交通局、ユナイテッド熊本㈱ 

【委員】産交バス㈱、熊本都市バス㈱、熊本バス㈱ 他９社 

（出典）ユナイテッドトヨタ熊本㈱ 

【事例】高知県須崎市/地域住民主体による取組 

・久通地区は、近隣のスーパーや病院までは約１０㎞、

車で３０分程度かかり、日常生活には車が欠かせな

い地区。 

・市営バス等の公共交通機関が運行していない久通

地区では、市所有のワゴン車を貸与し、買い物や通院 

のために週３回地元で運行中。              （出典）須崎市地域公共交通計画 

検討・協議 適宜実施 

調査・研究 


